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概要 
任意のモードを任意のモードに変換できる、モード間光スイッチを提案する。モード間

光スイッチは、モード情報と空間位置情報を対応させることで、光スイッチ端へ結合すべ

き光学部品点数の削減等、将来の高集積空間光スイッチへの応用も期待される。我々の研

究グループでは、0 次－1 次モード間でのモード間光スイッチの原理を BPM シミュレーシ

ョンにより示した。 
図 1 に、0 次モードと 1 次モードに対応したモード間光スイッチの概略図を示す。図 1-(a)

の非対称 Y 分岐構造では、非対称 Y 分岐導波路と屈折率変化領域をもつ対称分岐導波路か

ら構成される。非対称 Y 分岐導波路ではモードソーティング[1]を用い、対称 Y 合流導波路

では、屈折率変化領域により伝搬定数を制御し、モードソーティングの逆を行うことで 0
次モードと 1 次モードのスイッチを行うことができる。なお、屈折率変化には PIN ダイオ

ード構造を用いた電流注入[2]を想定している。図 1 中の上側の導波路に屈折率変化-0.017 を

与えれば非スイッチ状態となりクロストークはおよそ-29dB、下側の導波路に屈折率変化

-0.023 を与えればスイッチ状態となりクロストークはおよそ-26dB である。図 1-(b)の対称 Y
分岐構造では、対称 Y 分岐・合流導波路と屈折率変化領域を用いる。対称 Y 分岐導波路で

はあ、0 次モードは同位相の 0 次モードに、1 次モードは逆位相の 0 次モードにそれぞれ分

波される。位相シフターとしての屈折率変化領域で位相を反転させれば、0 次モードと 1 次

モードは反転され、モード間のスイッチを行うことができる。位相反転に必要な屈折率変

化量は-0.0039 であり、非スイッチ時のクロストークは-100dB 以下、スイッチ時のクロスト

ークは-30dB 以下と、十分に小さく抑えることができる。図 2 に、これらの構造における

BPM シミュレーションの結果の一例として、スイッチ時のものをそれぞれ示す。 
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図 1. モード間光スイッチ概略図 
(a)非対称 Y 分岐型、(b)対称 Y 分岐型 
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図 2. モード間光スイッチシミュレーション例 
上段：非対称 Y 分岐型、下段：対称 Y 分岐型 


